
１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ 　 　 ○ 有

2 社外取締役 ○ 　 ○ 有

3 社外取締役 ○ ○ 有

4 社外取締役 ○ ○ 有

5 社外取締役 ○ ○ 新任 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明

1

2

3

4

藤川裕紀子

同氏は、社外役員となること以外の方法で企業経営に関与したことはありませんが、長
年、弁護士として労働法務をはじめ企業法務全般に精通しており、法務及び会社経営の
監督について豊富な経験や識見を有するほか、在籍する団体において男女共同参画推進
に関する本部の要職を歴任し、人材開発及びダイバーシティ＆インクルージョンに関す
る高度な知見と専門性を有しております。これらの経験や知見を活かし、公正な立場で
客観的かつ中立的な視点から監査をしていただけること、当社グループにおける女性活
躍をはじめとしたダイバーシティ&インクルージョンを積極的に推進していただくこと
を期待し、監査等委員である社外取締役として選任するものであります。また、当社子
会社、主要な取引先、大株主の業務執行者であったなどの事実はなく、高い独立性を有
していることから、独立役員として指定するものです。

同氏は、長年にわたり日立グループにおいてトップマネジメントとして企業経営に携わ
り、また、同社の情報基盤、情報システム事業及び研究開発を統括する責任者として、
企業経営及びデジタル技術（IT・DX）の活用に関する豊富な経験、幅広い見識、グロー
バルな知見及び人格を兼ね備えております。当社経営全般に対して適切な監督・助言を
いただくことで、当社の経営の透明性や健全性の確保・向上、監督機能の強化が図ら
れ、企業価値向上に貢献いただけることを期待し、社外取締役として選任をお願いする
ものであります。また、当社子会社、主要な取引先、大株主の業務執行者であったなど
の事実はなく、高い独立性を有していることから、独立役員として指定するものです。

同氏は、長年にわたり外交官として活躍され、国際情勢等の幅広い知識・見識と豊かな
国際感覚を有しております。社外取締役就任後は、自身の経験及び見識を活かして、当
社経営の監督機能及び監査機能の強化並びにコーポレートガバナンスの充実に努めてお
ります。社外取締役となること以外の方法で企業経営に関与したことはありませんが、
上記の経験と見識を有しており、当社経営全般に適切な監督・助言をいただき、当社の
企業価値向上に貢献いただけることを期待し、引き続き社外取締役として選任をお願い
するものであります。また、当社子会社、主要な取引先、大株主の業務執行者であった
などの事実はなく、高い独立性を有していることから、独立役員として指定するもので
す。

同氏は、長年にわたり岩谷産業株式会社の取締役として同社の営業部門を統括し、また
同社の海外事業会社の経営に携わるなど、企業経営及び企業統治に関する豊富な経験、
幅広い見識、グローバルな知見及び人格を兼ね備えております。社外取締役就任後は、
当社取締役会における経営判断及び経営監督の妥当性・適正性の確保に重要な役割を果
たしており、企業経営及び企業統治に関する上記経験と見識、知見により、事業戦略及
び経営計画の策定並びに進捗状況の監督などに関し有益な助言・提言をいただいており
ます。当社経営全般に対して適切な監督・助言をいただき、当社の企業価値向上に貢献
いただけることを期待し、引き続き社外取締役として選任をお願いするものでありま
す。また、当社子会社、主要な取引先、大株主の業務執行者であったなどの事実はな
く、高い独立性を有していることから、独立役員として指定するものです。

選任の理由（※５）番号 該当状況についての説明（※４）

髙橋直也

異動内容
本人の
同意

遠藤茂

堀口誠

社外取締役／
社外監査役

独立役員
役員の属性（※２・３）

平沢郁子

2025/6/20

独立役員届出書の
提出理由

2025年6月20日開催の第163回定時株主総会終結の時をもって、独立役員であっ
た社外取締役 奥山章雄氏が退任され、新たに藤川裕紀子氏が社外取締役として就
任し、独立役員として指定するため。

独 立 役 員 届 出 書

会社名 株式会社ＡＤＥＫＡ コード 4401

番号 氏名

提出日 2025/6/9 異動（予定）日

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）
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同氏は、長年に亘り公認会計士及び税理士として実務に従事し、企業会計・財務に精通
するとともに、金融監督庁（現:金融庁）における職務を通じ、企業の法令遵守に対する
高い見識を有しています。 また、上場企業の監査役や取締役を歴任し、企業経営に対す
る深い知見及び、監督・助言に関する豊富な経験を有しています。これらの知識や経
験、実績を活かし、取締役会における意思決定・監督機能の実効性強化を通じ、当社の
持続的成長と中長期的な企業価値向上の実現に寄与していただけるものと判断し、新た
に監査等委員である社外取締役候補者としました。なお、同氏は、社外役員となること
以外の方法で企業経営に関与したことはありませんが、上記の理由から社外取締役とし
ての職務を遂行することができるものと判断しております。また、当社子会社、主要な
取引先、大株主の業務執行者であったなどの事実はなく、高い独立性を有していること
から、独立役員として指定するものです。
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４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。
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